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フェードイン・フェードアウトを行う方法 

 

 

フェードイン・フェードアウトを行うことが出来るオブジェクトに 

「Gain Timed」があります。 

また、GPI やカスタムパネル、ロジックを使うことで、外部任意のタイミングで 

フェードイン・フェードアウトを行うこともできます。 

（オンラインにならなければフェーダーは動きません） 

 

ゲインの幅を指定することも出来ます。 

 

 

「FADE」ボタンを押すと「GIAN」値へ「TIME」時間をかけてフェーダーを動かします。 
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・カスタムパネルへ「FADE」ボタンを配置する 

 

 

カスタムパネルのボタンの設定も可能です。 

 

・GPI へ「FADE」ボタンを配置する 

Ctrl を押しながら 
ドラッグ＆ドロップ 
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「Configure Control Ports」より GPI への割り当てを行います。 

 

この場合、GPI「1」と「Common」をショートさせると、フェードインが始まります。 

 

・ロジックへ「FADE」ボタンをアサインする 

ロジックで使うには「Logic End」へ「FADE」ボタンをアサインします。 

 

「Logic Source」から「1」が送られたときに、フェードが始まります 

 

 

 

 

 

 

Ctrl を押しながら 
ドラッグ＆ドロップ 

Ctrl を押しながら 
ドラッグ＆ドロップ 
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ロジックを組むうえで重要になるのは「Logic Source」の「Auto Off」設定です。 

 

 
ここを設定しておかないと、フェードが終わっても「Logic Source」は「ON」のまま 

になってしまいます。 

また、入力する値は、「Gain Timed」に設定したフェード時間と 

合わせておくと良いでしょう。 
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・クロスフェードを行う 

例えば、アナログインプット「1」「2」をクロスフェードさせたい場合 

 

 

「Logic Source」を分岐し「FADE」へ同時に「1」が送られるようにします。 

同時に「Auto Off」時間も設定しておきます。 


